
はいせんよう

ので，そのための用意も必要である。水平坑道の場合には排水 A，および 10， OOOA のものが規定されている。 引きはずし特性

坑で排水できるが，斜坑あるいは立坑のように坑口より下部に は，定格電流の 125% および 200% の電流での動作時間を定め

掘さくされる場合には，適当の箇所に集水して，坑外に機滅的 ており ，過負荷試験は，定絡の 61古の電流で 50 回の開閉に耐

にくみ上げる。 えるこ左，および耐久性は定給電流の通電と無通電の組合せで

参考文献 加納倹二 ・ 桑原弥寿雄著 トンネノレ施工法。

(佐久間貞二)

はいせんようし々だんき配線用し々断器 (英)branch 

circuit protection breaker 交流 600V， 直流 250V 程度まで

の回路の配線や機~の短縮保笛，過負荷保障に，従来か らの

L ヒューズ1 に代わって配線用しゃ陸rr :l:};/J;用い られるこ とが多

い。これは小形の気中しゃ断然であって，ヒューズに比べて ，

しゃ断特性がすぐれ， 安定した性能力:保証でき， 日常の点検や

処置が間使で，スイッチとしても使用できる，などの利点があ

るためである。 ノーヒューズし々断器 (no-fuse-breaker) ， マル

チプレーカー (multi-breaker) などと呼ばれることもあるが，

これは商品名て、ある。なお， L埋込し e断器1，Lmolded-casebreaｭ

ker 1, Lbranch circuit and service circuit breaker 1 などと

も呼ばれる。

配線m し ゃ 院rr~. (電磁式)

11 

19 

l' 18 16 15 14 13 自
M
u
­

-
a胃
・

RHuｭ-1
 

n,. 

12 :j_lo.1.-、 "1 1~t... 
日 民I勘縄 税金物

J.4 :，jJ・tb-tt .\'_'，
‘ 峰、，一 目 測定持点
5 し を 助機備制! ;{_ 1 6 同定健 司金物

6 : ~リ ，ププレ ー 守 口 消侃袋..制夜

1 :<;f動磁気飲1\' 18 電源嫡 了

8 出足組公紙片 山臼 .i端子

9 ・E磁鰍 20: iW lJJI.わ 〈絶陣 -' -r ィ，
lO :lス し 21 ロ円建リ ト締

" 0 イ"

引きはずし特性

しゃ断港定絡電流 動 作 時 間 (分)

仏.) I時雪量0)200% 戸主主]主両可亙亘重量
30 以下

31 - 50 
51 - 100 
101 -225 
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8 ， 000-10， 000 回以じ主規定されている。 (JII 添雄司)

ハイテンションボルト (英) high strength bolt 神通使

われている引張強さ 40 kg/mm2 級のボルトより強度の大きいボ

ルトで，加工 . fj'1J良に考慮が払われている。 L高張力ボルト 1 と

呼ばれることも多いが， JIS では高カボルト とし、う呼び方が採

用され，この訴の使用が多くなると思う。

現在，情り ょう ・ 主I! 向ブJ ボルト摩擦Ii:'合

築て'j\で1.日I カボルトは

鋼椛造物の継手間lの材

片を強力に締め付け，

材片接触1(11聞の}併擦に

よって力を伝える緩合

方法， すなわち高カポ
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ルト摩擦接合にJ1'jl，、られている 。

高力ボノレト }嵯僚後合に用いるボル ト・ナットおよび平~金は

JIS B 11 86 に規定されており，それによるボルトは F7T • F9 

T.FllTおよびF13Tの記号で呼ばれる 4 種類で，その機械

的性質は表ー1，それぞれに組み合わされるナットおよび座金は

表 2 のとおりである。

表ー1 高力ボルトの機械的性質

ボル ト の機 l 引張り 試 験 i カタサ 試 験
械的性質に i 耐 力 | 引張れ | 仲び | 絞り |一一一一一ーー
よる等級 ! (kg/mn/) I (k'iI;;m~) I ('%-) I 't%') I カ タ サ

F -71---1 50以上 I 7ぬ主 1 17以上同記詞 HRB95二示日E
F 9 T 70以止 90以上 14以上135以上I HRC 26-.35 
F11 T 95以上 ， 110以上 14以上135以上1 HRC33-40 
F13T I 110以上 ! 130以上 1 1 4以上lお以上I (彦考)HRC36-45 

表一2 機械的性質による等級の組合せ

F7T F4T F40 

パイプレー シ ョン・ローラ (英) vibration roller 土木

工事専用の転圧機械で，種類として (1) 静的荷重によるも の

(2) 娠動によるもの (3) 衝幣によるもの等があり，パイプレ

ーション ・ ローラとは，主として振動により ， 土 ・ じやり等を

締め固める代表的のものである。 起担止機により転圧給に擁動を

配線用しゃ断器の規格としては， JIS C8370(配線用しゃ断器)

が広く 一般に用いられているが，電動機回路用などの特殊仕様

のものや L時延引きはずし1(動作時聞を遅延させるような要素

をもっ引きはずし)のない特殊なものなどがある。 なお時延引

きはずし装置には，パイメタルなど熱動要素を用いたL熱動式1

と，油ダッシュポットによ っ て制動される電彪石を用いたし電

磁式1 とがある。

JIS では，定格電流 15-225A，定格電圧 550V (交流)およ 写真 1 白走式(駆動輸が娠動備となっており従輸がつ

び 250V(直流)まで，定格しゃ断容量 2， 5ooA， 5, OooA, 7, 500 いている もの)
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